
明愉紀要15(1) ･l(ト1-i()はOtJ1

本学附属歯科診療所における石膏練和について
III．いかにして安定した石膏辣和がえられているのか
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h.肘最上術Ju二おける作附則1J.a)要件を満たすために.撞fu･･した印象-のイ十,.;昌巨人はやり直しのきかない失
敗の許されない作業である.汁.L'■i:UぅlLII'lnを左イ十j一る混水比は巾二tl:.:比として規定されているが,本学附).1引LL･'l働
,;''J,1軒侶こおいては練和時に重量計量することなく.Jl:･常に良好な什胃の行肯泥が何軒砧牛L･によりて練和さ
行 作業柏里が製作.されている.いかにして混水比が適日工二flitたれ.良好な棋里製作が行われているかを知
るために 診瞭所の困軒桁′l:.I:にアンケート調在と1'ンクビ='.一,Jr宣施した.
÷J端1.:uL砧L軒桁牛卜すべてが.｢~･吊-i二をすくう j 水,''1-加える ⇒ T'L練和 ∋ 必要あれば加水し

手練和 つ 機械練和.｣UlJ岨序の練和法を抹′_)ており.混水比の調節には水を加えて行い.什膏を加えるこ
とは殆どないことが明らかとなった.

よ-.'て決定されていた.加水調整は数滴の水量によって行われており,これによる混水比の変化はメーカー
の標準佃加二留まる微佃であった.
これらJ)アンケート一軒霞とインタビューの結果から.本学の菌科fl;･j/L-.L･が通常 行つている石膏練 fLlが如何

に憧れたものであるかを知ることができた.
キーワード:汁,･FL持机l怯,混水比.LJl';･lL整.菌軒桁牛 t:業務

Keywords:＼IixillLLT11し､thい(~1()1■f'lこlStL､r.e(111tn)1()Ill'こItL､1･l'州1-(lL､Illt;lti().Ol)し､1･;lti(111日rI)し､111こIlllyLtliL､nisl

1.紬∴

:'i:I.:.'!_･一･ ,.(.;トJ.･∴･･職)I -I:l■,.'1.-1'=11-./;IJ､

:'';-.ミ∴ :.h.･. . :･.j'∴ .H !l･,:･:'･∴ L･".:工 1

.･':.さ∴十 !:-1./:∴ I:･･.㍗::,･.∴.≡ -.･.:;',∴ .ニト ･/

｣了 ∴･･ Lこ:1･.- -.十'J∴ ,'1..1･':.∴ ニ ト■.川 .'･.'l

へ の石膏注 入 は,模 型 東商 の気 泡迷 入や模 型 の破 折

な どが 生 じる と,その筋 為 は失 敗 に帰 し,再 度 印 象

採 得 しなければな らな くなる∴二の再 印象のためには,

患者 さんには再来院 して頂 くことになって しまう.

現在 碍歯科技 工術式 は, 口腔 内 を再現 した作 業模

型 上 ですべ ての操作 を裾 う間接法術 式 が採 用 されて
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項が 要求 され る.
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るが,本学 附属 歯科診療所 の歯科衛 生士 が練和 して

い る石膏 は.非常 に良好 な件 胃 を持 ってい るこ とが
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石膏 の性 質 は混水 比 に よって大 き く左右 され る.
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表 1 . 歯 科衛生士 10名の練 和 した混 水比
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準 温 水重量比の範囲内に存在していた.

い かにしてこの良好を結果が得 られているのか苧
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衛生士と歯科医師の各 1名が担当した.

2.石膏01容積計量法について

計量カップによって採取できる量はサ石膏保存寄
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る,そこでき石膏保存容器内の石膏酌状態が採取巌
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を計測した.
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する状態とした.

TT.結果
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本報告の商に.研究対象となってWる本学附属歯

科診療所職歯科衛生葱が練和した石膏泥の混水比に
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て得られた平均値と標準偏差をまとめて,衷1に示

した.

計量カップで石膏と水を採取して練和する容積計

量法によると五㌔石膏泥の混水比は0.20-0.2蓬に分布

じゃ各歯科衛生士の平均倍は衷 1に示す 払22(SD:
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またや採取 した石膏 と水 をそ碍都度重量計測して
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表 2.印象の種類と混水比
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さ ら に , 印 象 の種類と練和 した石膏泥の温水 とと と
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②石膏の保存状態:石膏が 圧 縮 さ れ ,硬 く 締 ま っ

ている状態

表 3から得たその平均値は, 石 膏 が ふ わ ふ わ し て

いる状態①では 2掴 -26髄 ,硬 く 締 ま っ てい る 状
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ま た い ず れ の 状 態 においても , 容 器 内 の 石 膏 残 量
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の関係
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翌)寄港中の石膏の保存状態が圧縮され,硬く締まっている
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ことが明 らかとな-)た.

3.アンケー トおよび ･･fン タ ビ ュ ー に つ いて
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るか ?

これについては10名IflT名の歯 科 衛 /r･L.士が 変 化 さ
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その目的とするところはテ失敗なく,滑 ら か に 印

象に石膏が注入できるように,印象の太きき,印 象

工:I.:.ト･'-∴∴二吉.･･･ニー∴････'･∴ ･r:.

その混水比の調節の様稚ほ まとめると次の図 1の

ようになる

やもめlこ兼即日し町～pi:)
皇軍酢r]畏
回申ft卜LJ･- 前苗部.矧こ支台苗印象
漣合印寮
言付け盛り上げ

発還言草印象
.1 回手云トL:一 日苗酢

縛めに綿和川./JpJ卜)

図1 印象の種葉頁と練和時の混水比調節との関係

1' .｣,∴こ ,∴;.･.:､:/一∴∴

石膏の練和法は全員の歯科衛生士が次の手順を

ll:･~∴ ′'∴

① 練和カップに印象の大きさに合わせた石膏

登を計量カップで採取する

∴ J.､∴ ILニ.-.ll.I./ I.:'･,jこ'.ヒトi::L ･':I '､

に汗 入

③ 手練和ずる

⑨ 必要あれば加水 して手練和する

⑥ 機械蒸空錬和する
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上記の工程のように,手練邪が許される時間には

制限があることか ら,歯科衛生士金員が混水比の調

整は加水す ることで行い,石膏を加えて調節するこ

とは殆 どなかった.

加東法はサ練和用のスパチ且ラを流水下にさらし,
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比の適否の判断は晩の3種類の方法を組み合わせて
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4)練和法の獲得方法

.膏 ･_∴●∴lj::['_I:.∴㌢､.:rjt.二､.I!.'"_f1.,I-∫二十∴

対する回答は次のようであった.

･新尤教膏の担当である消毒係を務める先輩歯

科衛生士の指導

8先輩歯科衛教士の技術を見本として練習

･ '･_/ ･頭､･臣､十･し巨 ~:′十､ 巨､卜･廿 ･_∫:･JTi.:.

以 仁の結 果 で あ ･_)た.
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間 の 先 輩 を こ よ る 実 技 指 導を通 して練卿 ･注入法を獲

工 ･二-･･ト.∴心 ;:: : - ,Ill:I.I･.It;･,lJL.臓 J.:･'-J;ー∴.::I.

とが認められた.
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印象内をこ気泡の迷入が下顎前歯部に,特に支台歯

形成がされている状態では数例が報告された.

また,印象から硬化した石膏模型を撤去時に,孤

立歯の破折が生じやすいことが述べ られていた.
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が縛られている.この理由を追及するのが本論文の

目的であることからすまずサ本学の歯科衛生士の石

膏練和の実態を把揺する必要がある.

この最良の方法が記名式によるアンケー ト調査で

∴十 を･:∴●;.://':こ':''. ･ /::..:I,lL二…LJ:∴■工 こェ

し 十分な情報を得ることができた♯

2.結某について

;. (.･,･･T...(.､-IJ･.I-.

十'∴.･･∴J:-I..I. ･トト･,I:き.一~･､. 那. I.::l･

すくう 湧 水を加える =多 幸練和 事 必要あ

I:.‥､･.;[･j､' 一･j･; 十 ･..:･･･t.I ･}川).r'･･嘲 t侶∴

を採-.'ていた,

:J!I.十 ･..､J ∴∴二.:･j'/l･:lJr![.1･'一子J･.･.信 工

･j;./･∴･二_.こJ･､､_I.∴ :.1･-:守:.∴.I.･_'h.,∴ -:-:･

.l一十 '∴ -∴'.1･./㍉･∴ ■.工 ∴･こ).二/;I::I. ''∴

単氷を加える方が簡便で,豊の調整も容易であ

るので.調整は水で行いたい.

牛石膏を加えるとすさらに水で調整しなければ

.･:~.}∴ .二､二･:I/__.二L亘ノ1..･.

8手練 吟の館える時間は短いので,能率良くや

りたい.

書調整に手間取ると,嫁御石膏が堅くなって注

･:､一一∴-I JJ ':I...工.●鳥 ./lJt.･こ,.こ'.､･,

､ー~ 三､･㌦

･･..-I;:.i､:.;L/).∴, ∴:しこ.iI､一､.~∴ I"i:_I,I.

が入i)にくくなる.

･:-･1 一･一!･一･.i∴∴ ∴ I:),:∴ 左 ･/㌔i -

カ-碍標準範済内であることが実験結果から

わかっている,

i) ::圭･∫･r･一:.一･..+.車 ∴~･∴･':

'･､L.･'･一一､､.㌧汗-∴.こ..',∴ 11!ト:-I.ド/i∵;-:∴ ∴二

印象に石膏が浅見できるように,印象の大きさや印

象採得部位などに食わせて調整 していると番えてい

た.調整していなも､と答えた 丸 はサ複数個の印象注

入に際して,1個づつ の印象 にそ れぞ れ石膏を繰和

して注入しているからで あ った.
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･-_ ･了 .･∴ iL魚. ･号 1 '.～∴ 二.十 一l･:∴･巨 ;辛.I

加 東 して粘 度 を調 節 して 態､るにもかかわらず,実測

､∴ 十 ･J､∴ :: ●十 ' ･: ∴;古 口 .'t,/,:I11二i二(i

(I:_'L':.半 ′::,tJ∵:日 _Hl'':'l･Jl!=:::l :-∴､..-3い∴

:'･.:二･ - ニー.lJ ･∴∴ 車 ~.1■.;E/-･∴ .;Jr1.I.こ~

.∴ ･/.∴;･.:-J･:･.∴ -∴ fli･:.:./llJ.'上!iIilL/･･

二-I-1!･トL､: ∴ ∴一}':..･.Ll∴.･了;.

二; .‥.工､二JIJ'∴､.:I.～::､∴ ･1..､一

着膏保存容器内の石膏の状態 と残余の石膏量に

よって苧計量スプ-ンで採取できる石膏重量は一定

ではないことが本宅験の中で明らかとなったことか

ら,石膏淫乱する印象酌大きさに応じた石膏量をま

ず･':一工 1.I:･ぺ し ∴ :,.

パ｣1.i上∴L･･∴ ■立十 ;.I).i工二.,..･∴L. I/､1

ラ の 抵抗感や石膏嚢面の状態などで判定し 必要が

:･･･ .:･Jl上-∴∴･1.･-.1∴ .)

･二-二 ､.'･;.･J､∴■_.;トー∴㍉∴:I/い∴ irll:-:∴･.一.

･.5日 こ車 上 /.i:.∴ ･:.｣L∴･,:i:∴二･,い ∴ 卜∴:I一l:L:.

.L:;二 ･三 一■∴ ㍉∴∴~.守.li.'三∵､十日目モ)I.l･)-.'lEI･･".,

ミ∴ ' I:_/i/ -l･･､､

練 和 カ ッ プに計量漁ップで採取 した石膏は 73.5g

~∴ ･:;､.･'一｡1-I.: いー′:､.ti二二1I.･j､十 ]'.･!い･日を工

始 し た , 手 に 加わるスパ予見ラの感触から石膏泥を

ややゆ る め に す る必要を感じ,スパチュラを流水下

でぬ ら し 液 滴 を射商加えて練和を再開し 機械株和

へと移行 し た .

この時の温水と比を求めてみると,加水前は W/p

1,1■!!.･1 ;:i!.､｢闇 ､､(,(J.i_'1'H{.I:二●LL.I.‥1.日h.i:二･■､

きな差はなく,共に良好な混水比と評価されるもの

である.

､∴､. ･十 ∴∴一･.;:.､糾 ､!･I.,',I-:八抗感.･l

;:} ∴∴-I.二･5;I;:､二Il/I-∴:,r工･-TH'一二,t一一､･I.

1!了･･こ..･二_∴ J //[∴･∴ J､トJ.･.:.::-[':[:一･･t..-I,I

･一･-_､･_'/'･･:.::､一 :･-2･･∴･I..J付l･:丹{']:~･:･.'了･

･∴ :[ミ∴′.､jL.1､::,:li･十 IZ''.:..･･-,-ト:-.巨･1.●､

･､盲･I,二二･..:.∴ ;j■･_1●1I.,;･二∵j:jL､川一;一lL二･[･:'1.'l'･:∴

･･':･:/H.･･ 二:_,I/..tlI:!目上~･:,IL･ll,::lLL一一･､､/I,ニー_

.･･.I.:･了 こ･ ‥:..I.-こト )I.い､.予 J:･･:I:i,･:,I;.-.'i･JL1.I

かと推察できる.

このように,本学の診療所において行われている

加水調整は石膏注入操作にとっては非常に有効に働

.･∴ :;,:二1./:･-.ーIl:'㌧∴..L,.:比,Ji･]了1こ';J,:'L':.::-::,

までのものではないことが明らかとなり, ここから

も通常本学歯科診療所の歯 科衛生士が行っている看
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.-∴十 .巨･.:ir.I;A.∴ .1･.ll:I,･∴了･I.･t■･∴l･'.I_'･J･/

きる.

: '･_L:I/ ∴ ･1i∴ ･､‡一∴ 3/;i;､'再l

∴ -'1 .･!､.I:;.･/[!':-'l再 !二 二 ･一一日工

････:.:i-∴ -t.一､一.:二 ∴∴ .I_:･l:･/ }∴l･ll:':･I';.

し.三 ･.,:1,'･I:.-,l･i -:-､二:l･ 二･ノ二;iJ,･･!'l.I:

.｣･.､卜L..､.∴;∴■…:i●･ト 膏 十().｣上 L､J-tJ.HJ!.

(工I."･..･1-∴:.･.I:.I.'.i :L:∴l:≡二 ･1'r'∴ JLL=;;･/;-晶

とややゆるめに石膏を練孝Hしていることが分かる.

二 ･..㍉ ∵工二.'･:∴ 二 ,.'‖!.∴ :i'!''.I.･'l'･行･J

たところ苧歯科衛生士Eは柔らかく練和 した石膏の

i∴ ･工､･:I･.∴ ト'∴..∴‡ 宜 ,;:_'';I..'巨.･十l.L/.

∴1':::･∴ -了 ･･･∴ 一..･感 ' ∴.I:.凄 い/･.いIL

I:/･!.p-L.

こ:..､ 二･･;. ,･.工･こ.･∴･∴､~･:了L十上空,'I,I

∴･.1･ ', ･-.∫-● ∴.1く1...!:./i./∴,tl.I::I.･'1㌧二

∴ 一二 一Jl･.I::/･二~‥:I-亘 ∴ .I.l.I:I:JIl .tミニL,

は,気泡墨こも注意するが教練の盛 り付け時にも印象

IH､し .I:'∴{:.･ l'.'1I--∴ ･:､､∴:l･:ノL･I

lj= L･･･工 ー:･●I.I.I.∴･･ [-:㌦十I iI_1了･

･:､∴ ･i.･'l:.I ･､∴ ､:･'･: L:.:.r･･:･;:lJ､∴.31',

■∴ ∫/･心 ト:一､..･二.

この様をこそれぞれが宥する来敗鞘経験からの知恵

である.

3.石膏練和法のまとめ

本学附属診療所の歯科衛生士は,印象に注ふしや

･､./∴･.圭●･:一日 ･...∴ ∴ 二･/∴~l一了∴lLll ･.I

∴::H.､了･:ト ●･十･㌧J.(.:∴1-:::∴ ~･∴､ l ･･･'...～

の指定混水比を保った石膏泥を練和し,良好な結果

JIIt.I･':∴･.::_.1･.描..A::●･･'-.

ニー;Hl･r.･,.,./:I.. ∴ :1,､･●.:}'i..∴･:･J∴

:･L'.･二L.-∴_､.

･ ､ご巨 十 ･･'･ ''･:.･●･/i/..1･'川 ..::I･､∫_

~三 ∴ ･,∴

･‥い ∴･/;･､I.一汗㍉･-,∴･-:-'.,し/.3日 H.jr

∴l.I,ド ::ii::,I-■l:.'･_'･.1日l∴::･-I:..

･車 ='--､-1∴ 二∴:,I'‖l:L･::I.'1...;-:I.ll工 二

.!･'-｣-/こ/l∴ t.･,い ､･iI;,宴t･八 日:I,･,:∴ ,

･･.iL'::['!-∴ ∴.●!トー‖~･-:I;:I..(_ー~い守 ■.ー

いる.

･二･=.:･r/I:I.-∴･'･ト ′[::.:.I:i･･∴ ､･.･<1.こト ー1'∴ ;

∴ ..二 ~‥ ‥.:≡.!''-:,-I圧Ji･:ー∵.,Ll..‥･章

豊は一定ではないせこのことから,石膏粉末

の計量に重点はおかず,水 と練和する噂の手

の感覚に重点をおき,加水のより微調整 して

いる.

･新風約線和方法の獲得には,先輩歯科衛生士

･-:I:r､巨 ..I:.行､∴~:'∴.∵い∴ 二.;t･∴ (̀:･'

附属歯科診療所に勤務する歯科衛生士がま0名

I.:_i././,I_Il･L､･ll.i-: :I,●,､J,,'･/,/..膏;I;L.

､こ1.'':､∴･､･:'J .1･!.∴ ∴十 ∴ ･'.1∴ :･卜.:

らかとな-.)た.

ミ:i■ :1:翌

春実験鞘実施にご協力頂いた本学附属歯科診療所

長の金子澗教授をはじめとする診療所職員の皆さま

に感謝申し 上げます.
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